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足
立
区
知
的
障
害
者
大
谷
田
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
条
例�

　
大
谷
田
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
設

す
る
も
の�

�������

足
立
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
老
年

者
控
除
を
廃
止
す
る
も
の�

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り
反

対
の
立
場
か
ら
討
論
あ
り
）�

足
立
区
大
谷
田
ホ
ー
ム
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例�

　
施
設
の
機
能
を
明
確
に
す
る
も
の�

足
立
区
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例�

　
建
築
基
準
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

許
可
申
請
に
係
る
事
務
手
数
料
を
新

設
す
る
と
と
も
に
、
開
発
行
為
及
び

建
築
確
認
等
に
係
る
事
務
手
数
料
の

額
を
改
正
す
る
も
の�

����

��������

（
仮
称
）
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
及
び
休
日
診
療
所
新
築
工
事
請
負

契
約�

契
約
金
額
　
１
億
９
千
110
万
円�

相

手

方
　
金
澤
建
設
株
式
会
社�

契
約
方
法
　
指
名
競
争
入
札�

�������

都
市
基
盤
整
備
公
団
に
よ
る
道
路
整
備

工
事
の
施
行
に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て�

　
道
路
整
備
工
事
を
都
市
基
盤
整
備

公
団
が
足
立
区
に
代
わ
っ
て
施
行
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の�

包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

　
外
部
監
査
を
実
施
す
る
た
め
、
監

査
人
と
包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結

す
る
も
の�

���

北
朝
鮮
の
核
兵
器
開
発
問
題
の
解
決

を
求
め
る
意
見
書�

　
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
平
和
的
、

外
交
的
手
段
で
北
朝
鮮
の
核
兵
器
開

発
問
題
の
解
決
を
求
め
る
も
の�

「
金
融
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
関
す

る
意
見
書�

　
政
府
に
対
し
、
金
融
再
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
撤
回
を
求
め
る
も
の�

消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書
　

　
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
消
費
税�

率
を
上
げ
な
い
こ
と
を
求
め
る
も
の�

年
金
制
度
の
「
改
革
」
に
関
す
る
意

見
書�

　
政
府
に
対
し
、
年
金
へ
の
国
民
の

信
頼
を
回
復
し
、
だ
れ
も
が
安
心
し

て
老
後
を
過
ご
せ
る
年
金
改
革
を
求

め
る
も
の�

����

学
童
保
育
室
の
入
室
に
関
す
る
異
議

申
立
て
に
つ
い
て�

　
学
童
保
育
室
の
入
室
不
承
認
に
伴

う
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
、
諮
問
審

査
の
結
果
、
こ
れ
を
棄
却
す
べ
き
も

の
と
答
申
し
ま
し
た
。�

����

平
成
15
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書�

　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
146
条
第
２

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
15
年
度

繰
越
明
許
費
に
係
る
歳
出
予
算
の
繰

越
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の�

（
翌
年
度
繰
越
額
９
億
747
万
９
千
円
）�

平
成
15
年
度
事
故
繰
越
繰
越
計
算
書�

　
地
方
自
治
法
施
行
令
150
条
第
３
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
15
年
度
事

故
繰
越
に
係
る
歳
出
予
算
の
繰
越
に

つ
い
て
報
告
す
る
も
の�

（
翌
年
度
繰
越
額
304
万
６
千
円
）�

����

����

興
野
ニ
丁
目
１
番
㈱
三
之
橋
製
作
所

跡
地
墓
地
造
成
に
反
対
す
る
請
願�

����

「
大
気
汚
染
防
止
法
」
な
ら
び
に
「
都

民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境

に
関
す
る
都
条
例
」
を
踏
ま
え
、
作

業
所
の
あ
る
地
域
住
民
の
健
康
と
安

全
の
確
保
と
、
加
え
て
営
業
者
と
住

民
相
互
の
意
思
の
疎
通
を
図
る
た
め

の
機
関
づ
く
り
を
奨
め
る
、
区
の
要

綱
等
の
制
定
を
求
め
る
陳
情�

　
陳
情
の
趣
旨
に
沿
い
か
ね
る�

２
０
０
４
年
の
年
金
改
悪
に
反
対
し
、

最
低
保
障
年
金
制
度
を
創
設
す
る
よ

う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
請
願�

　
国
会
に
お
い
て
、
年
金
関
連
改
革

法
案
が
成
立
し
た
た
め
　�

年
金
制
度
改
革
に
関
し
、
国
民
負
担

増
を
や
め
る
よ
う
意
見
書
の
提
出
を

も
と
め
る
陳
情�

　
国
会
に
お
い
て
、
年
金
関
連
改
革

法
案
が
成
立
し
た
た
め
　�

教
育
基
本
法
の
改
正
に
反
対
し
、
同
趣

旨
の
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情�

　
陳
情
の
趣
旨
に
沿
い
か
ね
る
　�

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り
不

採
択
に
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
あ
り
）�

足
立
区
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
の
使
用

料
減
額
に
関
す
る
経
過
措
置
の
延
長

を
求
め
る
陳
情
（
合
計
４
件
）�

　
既
に
減
免
措
置
の
目
的
を
達
成
し

て
お
り
、
公
平
な
受
益
者
負
担
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
　�

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り
不

採
択
に
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
あ
り
）�

�

■区管理通路路線の設置�
所在地�

�

幅員（ｍ）�

�

延長（ｍ）�

�

■意見の分かれた案件� 〇=賛成� ×=反対�

会派名及び�
　　　　結果�

議　案�

足
立
区
議
会�

自
由
民
主
党�

�

足
立
区
議
会�

公
　
明
　
党�

日
本
共
産
党�

足
立
区
議
団�

足
立
区
議
会�

民
　
主
　
党�

○�

○�

棄却�

○�

○�

棄却�

×�

×�

認容�

○�

○�

棄却�

原案可決�

原案可決�

棄却すべき�
ものと答申�

会 派 名 �

結
　
果�

足立区事務手数料条例
の一部を改正する条例�
�

足立区特別区税条例の
一部を改正する条例�

学童保育室の入室に関する
異議申立てについて�

可
決
し
た
も
の�

可
決
し
た
も
の�

不
採
択
と
し
た
も
の�

足立二丁目地内� 77.98 2.84～3.39

　
足
立
区
議
会
で
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
区
政
に
対
す
る
ご
要
望
等
を
、

請
願
・
陳
情
と
し
て
受
け
付
け
て
い

ま
す
。�

　
請
願
書
・
陳
情
書
に
は
、
特
に
所

定
の
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
左
図

を
参
考
に
し
て
お
書
き
下
さ
い
。�

　
な
お
、
請
願
書
・
陳
情
書
に
必
要

な
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

①
件
名�

②
請
願
・
陳
情
の
趣
旨
（
具
体
的
に
）�

③
請
願
者
・
陳
情
者
の
住
所
、
氏
名�

　（
法
人
の
場
合
は
、
そ
の
名
称
及�

　
び
代
表
者
の
氏
名
）�

④
押
印
（
私
印
、
た
だ
し
自
署
の
場�

　
合
は
不
要
）�

⑤
紹
介
議
員
の
署
名
又
は
記
名
押
印�

　（
陳
情
書
の
場
合
は
不
要
）�

⑥
提
出
年
月
日�

⑦
あ
て
先
（
足
立
区
議
会
議
長
）�

問
合
せ
　
区
議
会
事
務
局
議
事
係�

　
　
　
　
（
３
８
８
０
）
５
７
９
７�

○○についての請願（陳情）�

請願（陳情）の趣旨�

請願者（陳情者）�

住所�

氏名�

紹介議員（陳情には不要）�

氏名�

年　月　日�

足立区議会議長　○○○○　様�

印�

印�

請願･陳情書の例�

（自署の場合は不要）�

（自署の場合は不要）�

●
Ｇ
Ｐ
Ｓ
●（
※
１
）�

　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
・
シ
ス
テ
ム
の
略
。
全
地
球
測

位
シ
ス
テ
ム
。
地
球
の
周
回
軌
道

上
に
あ
る
複
数
の
人
工
衛
星
か
ら

発
射
さ
れ
る
電
波
を
受
信
し
、
そ

の
電
波
の
到
達
す
る
時
間
差
を
計

算
し
て
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る
か

測
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
で
す
。�

●
第
２
東
京
タ
ワ
ー
●（
※
２
）�

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
た
め
の

タ
ワ
ー
で
す
。
高
さ
600
メ
ー
ト
ル

級
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

完
成
す
れ
ば
世
界
一
の
タ
ワ
ー
と

な
り
ま
す
。
年
内
に
建
設
場
所
が

選
定
さ
れ
る
予
定
で
、
足
立
区
を

含
め
、
複
数
の
自
治
体
が
誘
致
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

●
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
●（
※
３
）�

　
ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
・
ホ
ー
ム

オ
フ
ィ
ス
の
略
。
会
社
と
自
宅
や

小
さ
な
事
務
所
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
仕
事

場
と
し
た
も
の
。
あ
る
い
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
て
、
自
宅
や
小
さ
な
事
務

所
で
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
事

業
者
を
指
し
ま
す
。�

●
包
括
外
部
監
査
制
度
●（
※
４
）�

　
区
で
は
、
①
税
金
が
有
効
に
使

わ
れ
て
い
る
か
、
②
事
業
が
本
来

の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
か
、
と
い

う
観
点
か
ら
監
査
委
員
に
よ
る
監

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
包
括
外
部
監
査
と
は
、
現
行
の

監
査
委
員
に
よ
る
監
査
に
加
え
、

よ
り
信
頼
性
・
透
明
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
外
部
監
査
人
と
契

約
し
て
特
定
の
テ
ー
マ
を
監
査
す

る
制
度
で
す
。�

　
外
部
監
査
人
に
な
れ
る
の
は
、

弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
会
計
検

査
等
公
務
精
通
者
ま
た
は
税
理
士

の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。�

可
決
し
た
も
の�

可
決
し
た
も
の�

※
４�

採
択
と
し
た
も
の�




